
 

（
十
五
）
蓑
山 

  

「
山
林
集
会
」
の
山 

一
八
八
四
年
八
月

一
〇
日
以
降
約
一
ヶ
月
間
、
秩
父
困
民
党
は

各
地
で
、
幹
部
会
議
や
対
高
利
貸
交
渉
示
威

の
た
め
「
山
林
集
会
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
蓑
山
の
「
山
林
集
会
」
は
、

次
の
三
回
で
す
。 

 

①
九
月
五
日
、
風
布
村
大
野
福
次
郎
ら
の

集
会
。 

 

②
九
月
八
日
（
旧
八
月
二
二
日
）、
高
岸
善

吉
（
上
吉
田
村
・
農
・
三
五
歳
・
上
吉
田
村

小
隊
長
、
死
刑
）、
柳
原
正
男
（
同
村
・
農
・

二
八
歳
、
軽
懲
役
六
年
六
月
）
ら
活
動
家
の

会
議
。
こ
の
時
柳
原
正
男
は
大
宮
郷
警
察
署

に
拘
引
さ
れ
ま
し
た
。 

 

③
九
月
一
〇
日
、「
自
由
党
連
」
の
皆
野
集

合
（
蓑
山
集
会
）。 

 

こ
れ
ら
に
は
、
ダ
ブ
リ
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
②
は
二
日
前
の
粟
野
山
の
会
議

に
対
し
て
、
東
秩
父
（
荒
川
東
岸
）
の
活
動

家
を
対
象
と
し
た
会
議
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

会
議
に
は
「
法
律
卒
業
生
」
が
来
て
い
た
と

言
い
ま
す
か
ら
、
借
金
問
題
に
つ
い
て
教
を

請
う
大
衆
集
会
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

上
吉
田
の
神
官
の
一
〇
日
付
日
記
に
「
蓑

山
に
自
由
党
六
〇
〇
人
ば
か
り
籠
る
」（「
木

公
堂
日
記
」）
や
「
九
月
一
〇
日
自
由
党
連
が

皆
野
の
町
に
押
し
寄
せ
、
交
番
に
一
夜
の
宿

を
願
い
出
た
。
ま
た
、
枡
屋
喜
兵
衛
方
に
掛

け
合
い
に
及
ん
だ
」（「
持
田
鹿
之
助
日
記
」）

の
記
事
は
、当
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

蓑
山
で
の
山
林
集
会
は
、
現
在
の
蓑
山
神

社
辺
で
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
現
存

す
る
表
参
道
丁
目
石
は
一
八
八
七
年
建
立
で

す
が
、
こ
の
場
所
は
原
・
下
原
・
親
鼻
・
土

京
・
三
沢
各
方
面
か
ら
の
道
が
通
じ
て
い
ま

し
た
。
各
地
か
ら
の
参
加

者
が
集
ま
り
や
す
い
場
所

だ
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の

理
由
で
す
。 

 

萩
原
勘
次
郎
の
偵
察 

一
一
月
三
日
、
三
沢
の
萩

原
勘
次
郎
は
、
角
屋
で
田

代
栄
助
か
ら
金
一
〇
円
と

望
遠
鏡
を
受
け
取
り
、
蓑

山
に
登
っ
て
「
我
彼
」
の

動
静
を
本
部
に
通
報
し
ま

し
た
。「
我
」
が
居
る
の
は

親
鼻
・
栗
谷

瀬
・
大
浜
の
渡

し
場
で
あ
り
、

「
彼
」
が
来
る

と
予
想
さ
れ
た

の
は
「
本
道
」

の
本
野
上
方
面
・
秩
父
新
道
口
の

国
神
方
面
で
す
か
ら
、
例
え
ば
、

農
山
村
具
展
示
館
の
上
の
山
、
も

し
く
は
浅
間
山
か
天
狗
山
に
勘
次

郎
は
登
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

そ
の
他
、
秩
父
事
件
と
蓑
山
と
の
関
係
で

は
、
本
連
載
で
曾
根
坂
峠
や
尾
野
田
峠
も
話

題
に
の
ぼ
り
ま
し
た
し
、加
藤
織
平
ら
が「
本

陣
解
体
」
後
、
蓑
山
に
逃
れ
東
京
に
向
っ
た

こ
と
、
新
井
周
三
郎
が
角
屋
か
ら
蓑
山
に
隠

れ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
重
複
す
る
の

で
省
略
し
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
連
載
は
、
秩
父
自
由
党
・
秩
父
事
件
と

皆
野
町
と
の
関
わ
り
、
お
よ
び
町
内
の
秩
父

事
件
事
跡
を
断
片
ご
と
に
と
り
あ
げ
た
も
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
「
皆
野
町
に
お

け
る
秩
父
事
件
の
歴
史
」
を
意
図
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

井
出
孫
六
編
著
の
書
名
に
「
自
由
自
冶
元

年
」
と
い
う
年
号
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り 

 
 

（
蓑
山
神
社
） 

 

            ********************************* 

ま
す
。こ
の
年
号
を
踏
襲
す
れ
ば
今
年
は「
自

由
自
冶
一
三
〇
年
」
に
な
り
ま
す
。
来
年
は

「
秩
父
事
件
一
三
〇
周
年
」で
も
あ
り
ま
す
。 

節
目
の
年
を
ど
う
迎
え
る
か
。
改
め
て
地

元
の
「
秩
父
事
件
の
歴
史
」
を
ど
う
学
び
、

そ
れ
を
現
在
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
、

本
連
載
が
そ
の
た
め
の
一
つ
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
連
載
⑩
で
予
告
し
た
「
中
三
沢
の

新
井
勘
五
郎
」・「
土
京
の
吉
橋
勇
次
郎
」
に

つ
い
て
は
都
合
で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

記
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

（
以
上
を
も
っ
て
本
連
載
を
終
了
致
し
ま
す
。

ご
声
援
頂
い
た
読
者
の
皆
様
、
そ
れ
に
応
え

て
頂
い
た
筆
者
の
、
長
期
間
に
わ
た
る
ご
苦

労
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

編
集
部
） 

新
米
議
員
の
ひ
と
り
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 

常
山 

 

知
子 

 

 

３
月
下
旬
、
同
級
生
の
Ｋ
君
か
ら
日
展
初
入
選

を
記
念
し
て
、
地
元
で
初
の
作
品
展
（
油
絵
展
） 

を
や
る
と
い
う
、
案
内
を
い
た
だ
き
見
学
に
行
き

ま
し
た
。 

 

「
雪
景
色
が
好
き
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
雪
が

入
っ
た
作
品
が
多
く
、
Ｋ
君
の
絵
を
見
て
い
る

と
、
大
き
な
解
放
感
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

作
品
展
は
大
盛
況
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

Ｋ
君
が
住
ん
で
い
る
地
区
で
は
、
年
に
一
度
区
民

が
参
加
す
る
展
覧
会
を
地
区
区
民
館
で
開
催
。 

区
民
の
人
が
作
品
を
発
表
。
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
芸
術
家
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。 

 

又
、
先
日
「
美
の
山
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
は
、

山
頂
で
、
皆
野
の
写
真
愛
好
家
の
人
た
ち
の
写
真

が
展
示
さ
れ
、
見
学
し
ま
し
た
。
金
沢
小
学
校
閉

校
式
の
様
子
な
ど
を
う
つ
し
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

毎
年
行
わ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
は
文

化
部
会
で
、
俳
句
、
絵
画
、
写
真
、
手
芸
な
ど
み

な
さ
ん
の
力
作
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

い
い
作
品
が
出
来
て
も
、
発
表
の
場
が
な
い
と
寂

し
い
も
の
で
す
。
発
表
す
る
場
あ
っ
て
、
そ
れ
を

励
み
（
目
標
）
に
い
い
も
の
を
作
り
上
げ
ま
す
。 

町
に
も
も
っ
と
発
表
す
る
場
が
あ
る
と
い
い
で

す
ね
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
い
つ
も
見
学
す
る
方

に
ま
わ
り
そ
う
で
す
が
・
・
・
・
・ 

 
 

お
知
ら
せ
・
お
誘
い 

 
 

金
沢
地
区
つ
つ
じ
祭
り 

●
日
時 

５
月
５
日
（
日
） 

 

●
午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分 

 

●
場
所 

金
沢
萩
神
社
境
内 

 

●
内
容 

出
牛
浄
瑠
璃
人
形
（
壺
坂

つ
ぼ
さ
か

霊
験
記

れ
い
げ
ん
き

） 

秩
父
屋
台
囃
子 

俳
句
の
投
句 

茶
の
湯 

舞
踊 

な
ど 

農
産
物
・
も
ろ
こ
し
ま
ん
じ
ゅ
う
の
販
売
ほ

か
。 

 

お
出
か
け
く
だ
さ
い
“ 

主
催 

金
沢
地
区
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委
員
会 

金
沢
地
区
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委
員
会 

 


